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9月定例会 

　９月定例会は９月２日に招集され、26日ま
での25日間の会期で開きました。今定例会で
は報告２件、令和３年度一般会計、各特別会計、
各企業会計決算認定についてなどの議案14件
が提出され、慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決・認定しました。
　一般質問は９月21日、22日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

第504回定例会 令和3年度 一般会計決算を認定 令和3年度 一般会計決算を認定 令和3年度 一般会計決算を認定 令和3年度 一般会計決算を認定 

賛否の分かれた議案等 

注1．城谷議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

下水道事業会計決算

１４ 

賛成 反対 

２ １１ 

議 案 名 

賛否 
城
谷
英
之
 

１３ 
竹
本
繁
夫
 

１２ 
小
林
　
博
 

１１ 
松
岡
秀
人
 

１０ 
前
川
裕
量
 

９ 
植
岡
茂
和
 

８ 
宇
　
壽
幸
 

７ 
冨
田
昭
市
 

６ 
牛
尾
雅
一
 

５ 
河
嶋
重
一
郎
 

４ 
　
高
平
記
 

３ 
大
塚
記
美
代
 

２ 
石
川
　
治
 

１ 

○ ○ 

○ ● 

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― 
１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 福崎町文珠荘の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例

三
輪
一
朝
 

令和3年度決算認定 

条　例 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

報　告 

概　要 議　案　名 

第33期株式会社もちむぎ食品センター決算報告 売上高　１億2016万円
当期純利益　　86万円

令和３年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告 地方公共団体の財政の健全化に関する
法律に基づく報告

人　事 教育委員会委員の任命 井奥智子氏を任命

一般会計補正予算（第２号） １億2530万円増額（総額84億8930万円）

介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 2100万円増額（総額17億9500万円）

令和4年度 
補正予算 

令和3年度 
決算認定 

条　例 福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
人事院規則の改正に伴い育児休業の取
得回数制限緩和、育児参加のための休
暇対象期間拡大等の所要の改正を行う

条　例 
福崎町文珠荘の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例

文珠荘の安定した収益確保と住民サー
ビスの向上を図るため、休館日、利用
時間及び利用料金を改正する

その他 福崎町道路線の廃止及び認定 3級391号線及び4級831号線を廃止
2級2370号線、3級391号線、4級831号線を認定

一般会計歳入歳出決算 歳入総額97億1527万円 歳出総額94億1535万円

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額19億8105万円 歳出総額19億6658万円

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額 3億 108万円 歳出総額 2億9430万円

介護保険事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額17億5290万円 歳出総額17億2320万円

水道事業会計決算 当年度純利益1798万円 当年度未処分利益剰余金1億1517万円

工業用水道事業会計決算 当年度純利益 910万円 当年度未処分利益剰余金 5479万円

下水道事業会計決算

当年度純利益2291万円 ※令和3年度末で会計を閉鎖工業団地造成事業会計決算

当年度純利益△1972万円 当年度未処分利益剰余金 6159万円
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令和3年度 一般会計・特別会計決算状況 

令和3年度 公営企業会計決算状況 

　※繰越明許費繰越額…令和３年度に事業実施されなかったため、翌年度に実施することになった額。

項　目 
 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
  歳入（Ａ） 

9,715,275,732 

1,981,055,864 

301,088,455 

1,752,907,375 

13,750,327,426

 

 
  歳出（Ｂ） 

9,415,356,142 

1,966,582,400 

294,303,597 

1,723,205,795 

13,399,447,934

 

繰越明許費繰越額 

（Ｃ） 

47,858,000 

0 

0 

0 

47,858,000

 

実質収支 

（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

252,061,590 

14,473,464 

6,784,858 

29,701,580 

303,021,492

決 算 額 

（単位：円） 
 

営業収益 
営業費用 

営業損益 
営業外収益 
営業外費用 

経常損益 
特別利益 
特別損失 

当年度純損益 
前年度繰越利益剰余金 
当年度未処分利益剰余金 
当年度未処理欠損金 

水道事業 
296,796,163 
360,544,611 
△ 63,748,448 
95,120,960 
10,245,315 
21,127,197 

0 
3,137,215 
17,989,982 
97,184,592 
115,174,574

工業用水道事業 
33,083,561 
32,974,350 
109,211 

10,433,605 
1,438,813 
9,104,003 

0 
0 

9,104,003 
45,686,056 
54,790,059

下水道事業 
387,484,932 

1,152,124,623 
△ 764,639,691 
863,590,363 
118,679,793 
△ 19,729,121 

0 
0 

△ 19,729,121 
81,322,676 
61,593,555

工業団地造成事業 
899,245,234 
876,328,915 
22,916,319 

0 
0 

22,916,319 
0 
0 

22,916,319 
△ 1,920,424 

 
20,995,895

（単位：円） 

下水道事業会計決算 

反対討論（要旨） 議案第38号に反対の立場を表明させていただきます。
　下水道は上水道と共に全ての町民の命と暮らしを支える行政の
基本的任務です。当決算報告書では、「令和４年度から10年間の
経営戦略を策定した。農業集落排水の公共下水道への統合と下水
道使用料の適正化を目指す。」と記述され、総務省基準に合わせ、
一般会計からの「自立を」求め、使用料を令和７年度に８%、令
和12年度に８%と計16%もの使用料値上げをシミュレーションし
ています。このような値上げは住民生活を圧迫し下水道利用者増
への障害となります。
　この決算認定に賛成することは将来の使用料値上げを認めるこ
とになる気がします。地方自治の目的は住民の福祉であり、地方
公営企業法でも福祉の観点は求められています。スケールメリッ
トが優先されていますが多角的な検討も必要ではないでしょうか。
　政治の目的とは、地方自治とは、議会の役割は何かを考え反対
の討論とさせていただきます。

討論 討論 

小 林 　博  
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9月定例会 

歳 入（前年度比） 

令和3年度 一般会計決算の特徴 

町　税 
　個人町民税は土地等に係る譲渡所得の減少や
ふるさと納税などの寄附金税額控除が増えた結
果2914万円の減、法人町民税は予定納税として
令和2年度に既に納付済みであった税額が少なか
ったため令和３年度の税割が2171万円の増など、
町税全体で1026万円の増となりました。

その他 
　地方交付税は、普通交付税が12月追加交付な
どにより２億7451万円の増、普通交付税と臨時
財政対策債合わせて３億4826万円の増となりま
した。また、特別交付税は１億3570万円が交付
されました。
　町債（借入）は１億4706万円の増となりました。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
７
日
か
ら
９
月
１２
日
ま
で
の
4

日
間
開
催
さ
れ
、
現
地
調
査
も
含
め
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
各

会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 

1億8406万円 

歳 出（主な支出） 

税
務
課
長 

学
校
教
育
課
長 

会
計
管
理
者 

地
域
振
興
課
長 

ふ
る
さ
と
納
税
 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
 

病
児
保
育
事
業
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
、
金

額
等
の
推
移
は
。

　
件
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
は
1
8
2
1
人
、
令
和
３

年
度
は
2
1
0
3
人
で
2
8
2

人
の
増
で
す
。
金
額
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
は
5
3
5
4

万
9
3
2
0
円
、
令
和
３
年
度

は
6
6
4
9
万
9
3
7
1
円
で

約
1
3
0
0
万
円
の
増
で
す
。

　
ト
ー
タ
ル
と
し
て
、
福
崎
町

の
収
入
は
実
質
上
増
加
し
て
い

る
の
か
。

　
福
崎
町
が
受
け
取
っ
た
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
か
ら
記
念
品

等
の
経
費
や
税
額
控
除
等
を
差

し
引
き
し
て
、
約
2
8
0
0
万

円
の
プ
ラ
ス
と
い
う
状
況
で
す
。

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
し

た
結
果
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。
 

　
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
枚
数
は

約
１
割
の
削
減
が
で
き
ま
し
た
。

金
額
的
に
は
約
80
万
円
の
削
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
、

ど
れ
く
ら
い
の
利
用
が
あ
っ
た

の
か
。

　
令
和
３
年
３
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
、
福
崎
町
の
利
用

者
は
３
人
で
す
。
神
崎
郡
全
体

の
利
用
者
は
36
人
で
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 
委
員
長
　

石
川
　

　
治
 

副
委
員
長
 

　
高
 

平
記
 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 

1億8406万円 
新型コロナウイルスワクチン接種事業 

1億8406万円 

防災行政無線運営事業 

5940万円 
新型コロナウイルスワクチン接種事業 

1億8406万円 

文珠荘管理事業 

2609万円 
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利
用
者
か
ら
の
ご
意
見
は
あ

っ
た
の
か
。
病
児
病
後
児
保
育

は
本
当
に
需
要
が
あ
る
。
も
っ

と
広
く
周
知
し
、
本
当
に
困
っ

た
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
ほ
し
い
。

　
神
河
町
の
担
当
課
が
事
務
局

を
し
て
い
ま
す
。
利
用
が
し
に

く
い
と
い
う
声
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
も
利
用
者
が

伸
び
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

   　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
平

成
２５
年
度
か
ら
積
極
的
な
勧
奨

の
差
し
控
え
が
あ
っ
た
が
、
現

在
の
傾
向
は
ど
う
か
。

　
令
和
２
年
度
ま
で
は
国
が
積

極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
る
よ

う
通
知
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
度
は
該
当
の
町
民
に

無
料
で
接
種
で
き
る
旨
の
通
知

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
か
ら
は
積
極
的
な
勧
奨
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
女

性
だ
け
に
推
奨
さ
れ
て
お
り
公

的
負
担
も
さ
れ
て
い
る
が
、
男

性
に
対
し
て
も
推
奨
す
る
よ
う

な
動
き
は
な
い
の
か
。
 

  　
海
外
で
は
男
性
に
も
推
奨
さ

れ
て
い
る
国
も
り
ま
す
が
、
日

本
で
は
そ
こ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　
３
か
月
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
乳
幼
児
の
健
康
診
査
に
対
し

て
補
助
が
出
て
い
る
が
、
要
観

察
者
数
が
９１
人
と
な
っ
て
お
り
、
 

特
に
５
歳
児
が
４２
人
と
多
い
。

そ
の
後
の
経
過
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
５
歳
児
に
な
る
と
幼
児
園
に

通
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
幼
児
園
で
巡
回
相
談

等
を
行
い
、
集
団
生
活
へ
の
適

応
状
態
、
問
題
行
動
の
有
無
、

発
達
に
遅
れ
が
な
い
か
等
を
確

認
し
、
専
門
相
談
に
つ
な
げ
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
て
小
学
校

に
引
き
継
い
だ
り
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
等
で
、
本
当
に
古
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
住
ん
で
い
る

方
も
お
ら
れ
な
い
、
所
有
者
の

家
族
も
わ
か
ら
な
い
、
ま
た
、

解
体
す
る
資
力
も
な
い
。
そ
う

い
っ
た
場
合
の
今
後
の
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
基
本
的
に
は
所
有
者
が
管
理

や
解
体
等
は
さ
れ
る
べ
き
で
す

が
、
中
に
は
資
力
が
な
い
方
も

お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
他
市

町
で
は
、
空
き
家
の
除
去
に
対

す
る
補
助
制
度
が
あ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
兵
庫
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
研
究
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
に

は
空
家
対
策
等
審
議
会
も
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に

も
諮
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
は
あ

る
の
か
。

　
令
和
３
年
度
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
で
地
域
へ
の
情
報
提

供
に
同
意
し
て
い
る
方
が
い
る

世
帯
を
対
象
に
意
向
調
査
を
実

施
し
、
希
望
者
に
は
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
一
般
の
方
に
も
お
知
ら
せ
を

し
、
１
万
円
の
自
己
負
担
で
配

付
し
ま
す
。

　
１
万
円
の
自
己
負
担
が
ネ
ッ

ク
で
あ
る
と
い
う
声
も
あ
る
。

金
額
に
つ
い
て
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

　
必
要
経
費
の
２
分
の
１
程
度

と
い
う
こ
と
で
１
万
円
と
い
う

金
額
設
定
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
戸
別
受
信
機
の
前
段
と
し

て
、
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
い
く
ら
が
妥

当
か
と
い
う
の
は
難
し
い
の
で

す
が
、
こ
れ
で
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
管
路
更
新
率
に
つ
い
て
、
近

年
０
％
が
続
い
て
い
る
が
、
更

新
の
必
要
は
な
い
の
か
。

　
工
業
用
水
道
の
管
路
に
つ
い

て
は
、
現
在
約
３
割
を
耐
震
管

に
更
新
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

重
要
区
間
で
あ
る
中
播
消
防
署

西
側
の
水
管
橋
が
耐
用
年
数
を

超
え
て
お
り
、
近
い
将
来
、
耐

震
性
の
あ
る
も
の
に
更
新
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は

工
業
団
地
協
議
会
に
状
況
の
説

明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
管
橋
を
更
新
し
た
ら
料
金

の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
は
。

　
現
在
の
留
保
資
金
は
約
１
億

3
0
0
0
万
円
で
す
が
、
工
事

費
は
１
億
5
0
0
0
万
円
以
上

か
か
る
と
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

恐
ら
く
料
金
値
上
げ
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
工
業
団
地
協
議
会

と
十
分
に
協
議
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ほ
け
ん
年
金
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

住
民
生
活
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

副
町
長 

予
防
接
種
事
業
 

乳
幼
児
健
康
診
査
 

空
き
家
対
策
 

工
業
用
水
道
事
業
 

防
災
行
政
無
線
運
営
事
業
 

学
校
教
育
課
長 
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9月定例会 

教
育
委
員
会
委
員
の
 

 
任
命（
再
任
）に
同
意
 

住 

所
 
福
崎
町
南
田
原
 

任 

期
 
令
和
４
年
１０
月
１
日
か
ら
 

４
年
間
 

井 奥 智 子氏
おく ともい こ

教育委員会委員 とは 
　教育委員会委員は、町長が議会の同意を得て
任命します。非常勤で、任期は４年間です。月
１回～２回の定例会議などで教育行政の重要事
項や基本方針を合議制で決定します。

豆 知 識 

文珠荘の設置及び管理に関する条例を改正 

第３３期（株）もちむぎ食品センター決算状況 
（令和3年4月1日～令和4年3月31日） 

休 館 日　「水曜日」から「木曜日及び第3水曜日」に変更

　　　　　「12月29日から翌年１月３日まで」に「８月13日から８月15日まで」を追加

利用時間　会 議 室：「午前10時～午後９時」を「午前９時30分～午後９時」に変更

　　　　　入浴のみ：「午前10時～午後８時」に「休館日の前日は午後６時まで」を追加

利用料金　変更箇所を下線で表示

　　　　　※宿泊料金については、町内の方に影響がでないように条例改正しています

主な改正点 

項　　目 金　額（円） 

①売上高

②売上原価

③売上総利益（①-②）

④販売費および一般管理費

⑤営業利益（③-④）

⑥営業外収益

⑦経常利益（⑤-⑥）

⑧税引前当期純利益

⑨法人税等

⑩当期純利益（⑧-⑨）

120,169,085

76,332,048

43,837,037

52,370,601

△ 8,533,564

9,890,444

1,356,880

1,356,880

490,248

866,632

12月1日から施行 

種別 単位 区　別 利用料金 

福崎町に住民登録がある高齢 
者、子ども、障害者 

福崎町に住民登録がある上記 
以外の者 

福崎町に住民登録がない者 
福崎町に住民登録がある者 
上記以外の者 

１，１００円 

２，２００円 

２，７５０円 

４，４００円 
６，６００円 

３，８５０円 
５，５００円 

３，３００円 
４，９５０円 

２，７５０円 
４，４００円 
２，２００円 

大広間 

会議室 １室１時間 

１人１泊 

１人１泊 

２名利用 

３名利用 

４名利用 

５名以上 
利用 

個室 
（８畳、１０畳） 

福崎町に住民登録がある者 
上記以外の者 
福崎町に住民登録がある者 
上記以外の者 
福崎町に住民登録がある者 
上記以外の者 

一律 

宿
　
　
泊 

大広間の宿泊は、６名以上の利用とする。 
大広間で会議を行う場合は、会議室利用料金を準用する。 
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　一般会計補正予算（第２号）は歳入歳出それぞれ１億2530万円を追加し、補正後の予算総額
を84億8930万円としました。

一般会計補正予算 

主な補正内容 金額（万円） 

税還付金 1,200

税外還付金 6,358

産地競争力強化総合対策事業補助金 495

経営構造対策事業補助金 292

農村環境保全活動省力化・スマート農業導入支援事業補助金 3,000

土質調査委託料 230

防災かまどベンチ設置工事費 99

大貫山田線ボックス排水ポンプ更新工事費 62

項　　目 

農村環境保全活動省力化・スマート農業導入支援事業補助金 
目　的 
　集落における農村環境保全活動の省力化に資する機材の導入や生産性向上に資するスマート
農業技術の導入を支援することにより、農業農村の有する多面的機能の維持発揮・増進及び農
業生産基盤の維持・強化を図る。

事業主体 町内の33集落

補助対象機材等 
❶省力化・スマート農業機材等

❷スマート農業機材運転等のための講習費及び資格取得費用（講習・資格取得のみの補助は不可）

補助内容 ❶均等割：１集落に対して30万円
❷面積割：現況農地面積を基に33集落で按分
❶＋❷額を各集落へ補助
　※（集落の支払額）≧（補助金額）の場合は補助金額、
　　（集落の支払額）＜（補助金額）の場合は集落の支払額を補助

草刈機  ドローン 後付け自動操舵システム 
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総務文教常任委員会 

委 員 長　河 嶋 重一郎 
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  

総務文教常任委員会 

　基本方針に基づき、「担い手育成」「調査・研究」「保存・管理」「活用」「情報発信」「体制
整備」の６つの取り組み分野ごとの取り組みと重点テーマに対する取り組みがされます。

　今後は、各自治会ごとに取りまとめた歴史、文化遺産の内容
に追加、あるいは削除が必要な内容がないか確認いただき、令
和４年度の年度末に資料編を取りまとめる予定です。

措置（例） 

福崎町文化財保存活用地域計画 福崎町文化財保存活用地域計画 福崎町文化財保存活用地域計画 
　令和２年度から策定に取り組んでいた福崎町
文化財保存活用地域計画が令和４年７月22日
に開催された国の文化財審議会において文化庁
長官の認定を受けたと報告がありました。

　福崎町内の歴史文化遺産を総合的に保存・活用
を図るための計画で、令和４年度から令和10年
度までの方針や取り組みをまとめています。

◆目標“美しき村”を目指す歴史文化まちづくり 
◆福崎町の歴史文化の特徴（福崎らしい歴史文化）を育み、活かすための視点 
❶各界偉人を輩出してきた地としての土壌を活かす
❷近世村落や旧村を単位とした人や村のつながりを活かす
❸企業や大学などのさまざまな主体と積極的に連携する
❹「民俗学のふるさと」を核としながら多様な歴史文化を活かす
❺関連する地域と連携して魅力を高める

◆基本方針 
❶「こころ豊かなひとづくり」に取り組む
❷「自立（律）のまちづくり」を進める
❸「福崎"つながり人"」が連携・協働する
❹歴史文化がつくる「福崎らしさ」を活かす
❺「地域間交流」により歴史文化遺産の魅力を高める

民俗文化に触れるフィールドワーク 
●屋台巡行マップづくり、郷土料理・行事食の調査・食べ比べ、鳥居・狛犬・絵
　馬等の比較会など、民俗文化に係る調査や地域間での比較などを町民等と一緒
　に実施する。
■取組主体：（中心）…行政（社会教育課）
　　　　　　（連携）…町民等、専門家、行政（関係課）
■計画期間：令和４～10年

自治会や小学校区ごとの重点テーマの検討・実践 
●自治会や小学校区を単位に、重点的に保存・活用に取り
　組むテーマ等を検討・実践する。
▲歴史文化を活かした観光振興（着地型観光）の魅力向上
　や町民等を中心とした歴史文化遺産の日常的な維持・管
　理などにつなげる。
■取組主体：（中心）…町民等
　　　　　　（連携）…行政（社会教育課）
■計画期間：令和６～10年

活用 教員の自己研修支援 
●小中学校教員が福崎町の歴史文化に対する理解と知識を
　深めることができる研修会・勉強会等を開催する。
▲学校教育での歴史文化カリキュラムづくりや小中学生等
　による歴史文化研究・芸術活動、調査・研究体制の構築
　などにつなげる。
■取組主体：（中心）…行政（社会教育課、学校教育課）
　　　　　　（連携）…専門家
■計画期間：令和４～10年

担い手育成 

柳田國男生家前にて新任教諭研修 
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中小企業大学校関西校の機能移転について 

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　前 川 裕 量  
委　　員　三 輪 一 朝  
委　　員　　 高 平 記  

民生まちづくり常任委員会 

　受講生の大幅な減少及び施設の老朽化に伴う維持費の増加等に
より収支が大きく悪化したことを受け、中小企業大学校関西校の
機能を大阪府大阪市内に移転し、関西校を利用停止するとの報告
を受けました。

●窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の方等※1の課税所得※2や年金
　収入※3等（令和３年中のもの）をもとに、世帯単位で判定されます。

●75歳以上の方等で一定以上の所得（課税所得が28万円以上かつ「年金収入+その他の合計
　所得金額※4」が単身世帯の場合200万円以上、複数世帯では合計320万円以上）がある方
　は、医療費の窓口負担割合が２割になります。

後期高齢者医療制度の変更について 後期高齢者医療制度の変更について 後期高齢者医療制度の変更について 

　令和４年10月から、75歳以上の方等で一定
以上の所得がある方の医療費の窓口負担割合が
２割に変更となるとの報告を受けました。この
制度改正により、町内の１割負担者のうち約
600人が２割負担になる見込みとのことです。

　なお、令和４年10月１日から令和７年９月
30日までの間は、２割負担となる方について、
１か月の外来医療の窓口負担割合の引き上げに
伴う負担増加額を3000円以内に抑える配慮措
置があります。

窓口負担2割の対象となるかどうかの主な判定の流れ 

独立行政法人 
　中小企業基盤整備機構 

機能移転のスケジュール（予定） 

令和6年3月 関西校での研修事業を終了

令和6年4月 大阪府大阪市内での研修事業を本格的に開始

令和6年中 関西校の移行作業を完了

※１　65～74歳で一定の障害の状態にある
　　　と広域連合から認定を受けた方を含
　　　みます。
※２　課税所得とは、住民税納税通知書の
　　　「課税標準」の額です。
　　　「課税標準」の額は、前年の収入か
　　　ら、給与所得控除や公的年金等控除
　　　等、所得控除（基礎控除や社会保険
　　　料控除等）等を差し引いた後の金額
　　　です。
※３　「年金収入」には遺族年金や障害年
　　　金は含みません。
※４　「その他の合計所得金額」とは、事
　　　業収入や給与収入等から、必要経費
　　　や給与所得控除等を差し引いた後の
　　　金額です。
※５　課税所得145万円以上で、医療費の
　　　窓口負担割合が３割の方。
　　　（一定の基準・要件を満たす場合、
　　　　窓口負担割合が１割または２割に
　　　　なるケースがあります。）



一般質問 

牛 尾 雅 一  
１１ページ 

植 岡 茂 和  
１２ページ 

大塚記美代 
１３ページ 

石 川 　 治  
１４ページ 

通 告 の 内 容 

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

①安全安心なまちづくりについて
②健やかで活力あるまちづくりについ
　て
③誰もが住みよい暮らしやすいまちづ
　くりについて

①マイナンバーカードについて
②農業振興について
③各課の連携について
④前回の質問について

①町政に住民の意見を反映する仕組み
　について
②認知症で一人暮らしの方が住み慣れ
　た自宅で暮らしたいと望むとき、福
　崎町に、その体制はあるのか
③災害時の自宅での自主避難について

①田口地区七種川にかかる釜之内橋の
　安全対策について
②小学生の通学カバンについて
③公立幼児園のICT化導入について
④中学校卒業式の日程変更について

河嶋重一郎
１５ページ 

三 輪 一 朝  
１７ページ 

小 林 　 博  
１９ページ 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

①農林業について
②安全安心のまちづくりについて
③教育について
④行政について

①教育行政について
②環境問題について
③安全な町づくりについて
④デジタル法と情報管理
⑤信頼と住民参加の町政への考察

①付加価値の高い農業の育成について

①町行政に密接な関係を有する自治会
　等の機能の維持、強化について
②高齢者に対するより望ましい施策と、
　敬老祝賀事業補助金交付事業につい
　て

　 高 平 記  
１６ページ 

①学校教育について
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宇 　 壽 幸  
１８ページ 
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崎
郡

の
中
心
市
街
地
で
あ
り
、

人
口
規
模
が
大
き
く
、
ま

た
播
但
連
絡
道
路
と
中
国

縦
貫
自
動
車
道
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る

福
崎
町
が
最
適
と
考
え
る
。

福
崎
町
内
で
の
移
転
を
強

く
要
望
す
る
が
。
 

  　
移
転
先
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
の
中
で
も
福

崎
町
内
で
の
移
転
で
了
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
第
2
弾
と
い

う
こ
と
で
、
最
大
2
万
円

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
貰

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
 

  　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

普
及
促
進
を
目
的
と
す
る

国
の
消
費
活
性
化
策
で
す
。

カ
ー
ド
を
新
規
取
得
さ
れ

た
方
で
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
最
大
2
万
円

の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
決
済

で
5
0
0
0
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
に
加
え
て
、
新
た
に

6
月
30
日
か
ら
健
康
保
険

証
と
し
て
の
利
用
申
込
で

7
5
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
と
公
金
受
取
口
座
の
登

録
で
7
5
0
0
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
、
3
つ
合
わ
せ
る

と
最
大
2
万
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
9
月
末
ま
で
の
方

が
対
象
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
申
請
は
令
和
5
年

2
月
末
ま
で
で
す
。
ま
た
、

先
日
期
間
が
延
長
さ
れ
る

と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

申
請
は
個
人
の
ス
マ
ホ
で

も
で
き
ま
す
が
、
作
業
が

苦
手
な
方
に
は
役
場
地
域

振
興
課
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
 

  　
自
分
の
薬
剤
情
報
や
特

定
検
診
の
情
報
を
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、

本
人
が
同
意
す
れ
ば
初
め

て
の
医
療
機
関
で
も
こ
れ

ま
で
使
用
し
た
薬
剤
情
報

を
医
師
な
ど
と
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

高
額
な
医
療
に
か
か
っ
た

場
合
、
限
度
額
証
が
な
く

て
も
限
度
額
を
超
え
る
支

払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

一般質問 

地
域
振
興
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
 

　
　
　
　

　
　
　
　
に
つ
い
て
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
 

　
　
　
　
に
つ
い
て
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

消
防
署
の
　
　
　
　

消
防
署
の
　
　
　
　
 

 
建
て
替
え
に
つ
い
て

建
て
替
え
に
つ
い
て
 

消
防
署
の
　
　
　
　
 

 
建
て
替
え
に
つ
い
て
 

老朽化が著しい庁舎（中播消防署本署）

牛 尾 雅 一  
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マイナンバーカード普及促進キャンペーンが 
令和4年12月末まで延長されました。　 　 
マイナンバーカード普及促進キャンペーンが 
令和4年12月末まで延長されました。　 　 

消防団員定数等を協議する 
検討委員会はどうなったか 

10月の消防団幹部会議に諮る予定としています 
はか 
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一般質問 

 
 
消
防
団
員
等
福
祉
共

済
に
つ
い
て
内
容
説
明
を

求
め
る
。
 

　
消
防
団
員
等
福
祉
共
済

に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防

団
員
等
が
安
心
し
て
消
防
、

防
災
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
共
済
で
、

全
消
防
団
員
6
0
0
名
に

つ
い
て
加
入
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
　
消
防
団
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
入
院
見
舞
金
（
以

後
、入
院
見
舞
金
と
す
る
）

が
あ
る
と
他
市
町
か
ら
聞

い
た
。
町
内
の
消
防
団
に

確
認
を
と
っ
た
が
入
院
見

舞
金
に
つ
い
て
は
知
ら
な

か
っ
た
。
な
ぜ
福
崎
町
の

消
防
団
員
に
は
周
知
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
か
説
明

を
求
め
る
。
 

　
7
月
31
日
の
分
団
長
会

議
に
お
き
ま
し
て
、
入
院

見
舞
金
の
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

濃
厚
接
触
者
で
あ
っ
て
も
、

公
務
と
し
て
の
消
防
団
活

動
が
原
因
で
あ
れ
ば
対
象

に
な
る
旨
の
説
明
を
し
て

い
ま
し
た
。
感
染
者
に
つ

い
て
は
公
務
、
公
務
外
に

か
か
わ
ら
ず
対
象
と
な
る

説
明
を
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
質
問
議
員
か
ら
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
全
分
団
員
に
通
知

文
書
を
9
月
13
日
に
発
送

を
し
ま
し
た
。

 　
　
7
月
３１
日
の
分
団
長

会
議
で
説
明
さ
れ
た
が
、

こ
の
入
院
見
舞
金
に
つ
い

て
、
担
当
課
は
い
つ
頃
周

知
さ
れ
た
の
か
。
 

　
令
和
2
年
の
文
書
で
日

本
消
防
協
会
よ
り
通
知
を

頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
私

ど
も
は
公
務
で
の
み
対
象

と
な
る
と
勘
違
い
し
て
い

ま
し
た
の
で
正
確
な
説
明

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
　
通
達
文
の
内
容
を
勘

違
い
し
て
連
絡
を
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

消
防
団
は
町
民
の
生
命
財

産
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
消
防
団
の
生
活
を
守

る
こ
と
を
怠
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

9
月
１３
日
に
通
知
文
を
発

送
さ
れ
た
が
、
発
送
す
る

前
の
申
請
は
何
件
あ
り
、

発
送
後
に
は
何
件
の
申
請

が
あ
っ
た
か
。
 

　
発
送
す
る
前
は
0
件
で
、

発
送
し
た
後
は
30
件
以
上

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

 

　
　
こ
の
度
の
入
院
見
舞

金
の
請
求
期
間
は
。
 

　
入
院
見
舞
金
の
制
度
も

近
々
変
わ
り
ま
す
が
、
請

求
期
間
は
3
年
で
す
。

　
　
消
防
団
員
を
守
る
補

償
が
あ
る
な
ら
助
け
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
声
も
多

い
。
こ
の
度
の
入
院
見
舞

金
以
外
に
ど
の
よ
う
な
場

合
に
補
償
が
あ
る
の
か
、

説
明
を
求
め
る
。
 

　
消
防
団
員
等
福
祉
共
済

で
す
が
、
年
間
掛
金
3
0

0
0
円
で
障
害
時
・
入
院

時
に
共
済
金
を
給
付
し
て

い
ま
す
。
入
院
日
数
7
日

以
上
が
給
付
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
死
亡
時
に
は

遺
族
援
助
金
や
殉
職
の
場

合
は
弔
慰
金
の
給
付
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
団
に
対
す
る
入

院
見
舞
金
に
つ
い
て
手
続

き
上
の
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ

と
、
消
防
団
に
対
し
て
思

う
こ
と
は
な
い
の
か
町
長

に
お
聞
き
し
た
い
。
 

　
こ
の
度
の
質
問
で
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

こ
と
を
私
も
初
め
て
知
り
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
見
逃
し
て
い

た
と
い
う
の
は
理
由
に
は

な
ら
な
い
で
す
。
今
後
こ

の
様
な
こ
と
が
決
し
て
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
各
課
に
指
示
を
出

し
、
文
書
を
確
認
し
て
、

施
策
に
反
映
す
る
よ
う
に

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

住
民
生
活
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

植 岡 茂 和 

消防団の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う 
入院見舞金の手続きでミスがあったことに対して 
思うことはないのか 

大変申し訳なく思っております 

消防団員等福祉共済のしおり



一般質問 

 
 
現
在
執
行
中
の
第
5

次
総
合
計
画
後
期
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
年

齢
構
成
だ
っ
た
の
か
。
 

  　
委
員
は
13
名
で
、10
代
・

20
代
の
大
学
生
が
4
名
、

30
代
2
名
、
40
代
1
名
、

50
代
2
名
、
60
代
1
名
、

70
代
３
名
で
し
た
。

　
　
令
和
6
年
か
ら
の
第

6
次
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

住
民
の
意
見
を
反
映
す
る

の
か
。
 

 　
令
和
4
年
度
に
は
住
民

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

予
定
で
、
住
民
、
大
学
生

等
に
は
調
査
票
の
郵
送
と

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
を
用
い
た

ウ
ェ
ブ
回
答
を
併
用
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
小
中
学

生
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

用
い
た
ウ
ェ
ブ
回
答
の
実

施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
を
設
置

し
、
よ
り
幅
広
い
年
齢
層

や
女
性
の
比
率
を
高
く
す

る
な
ど
、
幅
広
い
意
見
を

反
映
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
町
政
に
住
民
の
意
見

を
広
く
反
映
す
る
た
め
に
、

市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。
 

  　
小
さ
い
町
で
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
委
員
の
公
募

の
時
に
手
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
た
ら
と
思
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
認
知
症
で
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
が
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
死
ぬ
ま
で
暮
ら
し

た
い
と
望
む
と
き
、
福
崎

町
に
そ
の
体
制
は
あ
る
の

か
。
 

 　
高
齢
者
の
支
援
窓
口
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
な
り
ま
す
。
ど
う
し
て

も
家
族
の
協
力
が
な
い
場

合
は
、
成
年
後
見
制
度
を

利
用
し
、
後
見
人
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
が

連
携
し
、
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
金
銭
管
理

が
不
安
な
方
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
と
い

う
こ
と
で
生
活
支
援
員
が

金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
介

護
な
ど
の
事
業
所
は
町
内

に
多
く
あ
り
、
活
用
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
亡
く
な

る
ま
で
と
い
う
の
は
、
現

状
の
体
制
で
は
難
し
い
部

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
理
解
や
支
え
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
災
害
時
の
自
宅
で
の

自
主
避
難
者
に
、
町
の
支

援
は
あ
る
の
か
。
 

 　
在
宅
避
難
者
の
把
握
は

難
し
い
の
で
、
ご
自
分
で

最
低
3
日
分
の
食
料
や
生

活
用
品
は
準
備
し
て
お
き
、

そ
の
後
は
民
生
委
員
な
ど

と
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連
携
が
必
要
で
す
。
平
時

か
ら
の
連
携
体
制
の
構
築

が
重
要
で
す
。

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

福
祉
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
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問
 

問
 

災
害
時
の
　
　
　
　

災
害
時
の
　
　
　
　
 

 
自
宅
避
難
に
つ
い
て

自
宅
避
難
に
つ
い
て
 

災
害
時
の
　
　
　
　
 

 
自
宅
避
難
に
つ
い
て
 

認
知
症
の
ひ
と
り

認
知
症
の
ひ
と
り
 

 
暮
ら
し
に
つ
い
て

暮
ら
し
に
つ
い
て
 

認
知
症
の
ひ
と
り
 

 
暮
ら
し
に
つ
い
て
 

大塚記美代 

町政に多様な住民の声を 
反映する仕組みはあるのか 
第6次総合計画の策定については、住民の意見を反映するために 
住民全般にWEB（ウェブ）回答を併用したアンケート調査を実施します 

福崎町第５次総合計画

福崎町ゴールドサルビアプラン



一般質問 

　
　
木
造
橋
脚
の
ま
ま
で
、

橋
の
床
面
の
み
を
拡
幅
し
、

鉄
板
を
敷
い
た
補
修
工
事

で
あ
っ
た
。
橋
へ
の
進
入

口
に
ポ
ー
ル
も
な
い
た
め
、

現
状
で
は
大
型
車
両
も
十

分
通
行
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
今
の
木
造
橋
脚
に
お

い
て
は
何
ト
ン
ま
で
な
ら

重
量
が
持
つ
よ
う
な
設
計

と
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　
平
成
13
年
に
架
橋
さ
れ
、

20
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

木
製
の
部
材
に
関
し
て
、

計
算
を
行
っ
て
、
何
ト
ン

ま
で
の
荷
重
な
ら
大
丈
夫

と
い
う
判
断
は
な
か
な
か

困
難
で
す
。
橋
梁
長
寿
命

化
の
実
施
に
お
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー

や
発
注
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
技
術
者
と
協
議
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
こ

数
年
の
間
で
落
橋
の
危
険

性
が
高
ま
る
と
い
う
の
は

考
え
に
く
い
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
田
口
区
か
ら

は
重
量
制
限
も
や
む
を
得

な
い
と
い
っ
た
ご
理
解
は

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
そ
の
規
制
に
向
け

て
福
崎
警
察
署
と
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
　
当
然
の
よ
う
に
小
学

生
は
ラ
ン
ド
セ
ル
と
な
っ

て
い
る
が
、
保
護
者
へ
の

経
済
的
負
担
、
児
童
へ
の

重
量
的
負
担
を
考
え
た
場

合
、
果
た
し
て
こ
れ
で
よ

い
と
言
え
る
の
か
。
 

 　
ラ
ン
ド
セ
ル
で
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
規
則
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
ぼ
１

０
０
％
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を

使
用
し
て
い
る
現
状
で
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
は
小
学
生
の

体
に
沿
う
形
状
で
あ
る
こ

と
、
肩
へ
の
食
い
込
み
が

な
く
背
負
い
や
す
い
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
万
が
一
転
倒
し
た
と

き
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
代
わ

り
に
な
っ
た
り
、
交
通
事

故
の
時
な
ど
に
は
そ
の
衝

撃
を
和
ら
げ
る
な
ど
安
全

面
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
量
的

負
担
の
軽
減
と
し
て
は
、

町
内
の
小
学
校
４
校
全
て

で
、
教
科
書
や
道
具
類
等

の
荷
物
を
学
校
に
置
い
て

帰
る
、
い
わ
ゆ
る
置
き
勉

を
し
て
い
ま
す
。
置
き
勉

の
判
断
は
各
担
任
に
ゆ
だ

ね
て
い
ま
す
が
、
宿
題
の

出
る
教
科
は
持
ち
帰
り
、

そ
れ
以
外
は
各
自
の
棚
に

置
い
て
帰
る
と
い
う
こ
と

で
、
毎
日
の
重
量
的
負
担

に
対
し
て
は
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
サ
ル
ビ
ア
こ
ど
も
園

で
は
、
I
C
T
化
推
進
等

事
業
補
助
金
に
よ
り
I
C
 

T
化
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
た
。
I
C
T
化
に
よ
り
、

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
第
一
義
で

は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
子

ど
も
に
対
す
る
見
守
り
の

時
間
が
増
え
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ

ろ
、
保
育
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
あ
た
り
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

是
非
と
も
、
公
立
幼
児
園

に
も
導
入
を
お
願
い
し
た

い
。
 

 　　
I
C
T
化
業
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
資
料
を
収
集
し
、

職
員
に
情
報
提
供
し
な
が

ら
導
入
に
関
し
て
意
見
を

聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

職
員
か
ら
は
、
導
入
に
よ

り
一
定
の
業
務
効
率
化
が

図
れ
そ
う
だ
と
の
意
見
が

あ
る
一
方
、
か
え
っ
て
業

務
が
増
え
て
し
ま
わ
な
い

か
な
ど
の
不
安
の
声
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
導
入
に

あ
た
り
専
用
の
端
末
や
施

設
の
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面

の
対
応
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
そ
れ
ぞ

れ
の
現
場
の
情
勢
も
見
な

が
ら
来
年
度
以
降
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
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小
学
生

小
学
生
の
通
学
カ

通
学
カ
バ
ン
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て
 

小
学
生
の
通
学
カ
バ
ン
 

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
 

公
立
幼
児
園
の
　
　
　
　
　

公
立
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児
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I
C
T

I
C
T
化
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導
入
に
つ
い
て

化
の
導
入
に
つ
い
て
 

公
立
幼
児
園
の
　
　
　
　
　
 

I
C
T
化
の
導
入
に
つ
い
て
 

釜之内橋（田口地区）

石 川 　治  
重量制限規制等について福崎警察署と協議を進めます 

田口地区七種川にかかる 
釜之内橋の安全対策について 
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現
在
は
１２
名
の
農
業

委
員
の
う
ち
女
性
委
員
は

1
名
と
聞
く
が
、
国
が
示

す
基
準
委
員
数
１２
名
か
ら

１３
名
の
場
合
4
人
以
上
と

す
る
と
い
う
目
標
に
向
か

っ
て
一
人
で
も
多
く
の
女

性
委
員
の
登
用
を
期
待
す

る
が
ど
う
か
。
 

 　
女
性
委
員
は
現
在
1
名

で
す
。
国
の
第
５
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
に
お

い
て
は
、
農
業
委
員
に
占

め
る
女
性
の
割
合
に
関
す

る
成
果
目
標
を
令
和
7
年

度
ま
で
に
30
％
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
委
員
の

年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い

偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に

努
め
る
と
と
も
に
、
一
人

で
も
多
く
の
女
性
が
委
員

と
し
て
推
薦
、
応
募
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

    　
　
福
崎
町
内
で
熊
が
捕

獲
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
い

つ
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
な

方
法
で
捕
獲
し
、
ど
の
よ

う
な
処
分
が
さ
れ
た
の
か
。
 

 　
令
和
2
年
12
月
に
高
岡
・

板
坂
地
区
に
お
い
て
猟
友

会
の
メ
ン
バ
ー
が
仕
掛
け

た
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
用
の

箱
わ
な
に
入
っ
た
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。
捕
獲
後
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
県
職
員
の
立

ち
会
い
指
導
の
も
と
適
切

に
放
獣
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

  　
　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害

が
多
発
し
て
い
る
。
畑
、

家
屋
、
倉
庫
、
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
の
被
害
を
聞
い
て

い
る
。
対
策
は
。
 

  　
現
在
、
貸
出
用
の
小
動

物
用
オ
リ
は
20
台
あ
り
ま

す
。
現
在
の
状
況
を
勘
案

し
、
今
年
度
10
台
程
度
購

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 　
　
防
災
物
品
の
不
足
の

備
え
「
防
災
協
定
」
は
重

要
。
現
在
の
取
り
組
み
と

今
後
に
つ
い
て
問
う
。
 

 　
「
災
害
時
に
お
け
る
食

糧
・
物
資
の
供
給
に
関
す

る
協
定
」
を
、
現
在
、
町

内
に
あ
る
大
型
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
7
社
と
締
結

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
新

た
な
災
害
協
定
の
締
結
先

の
検
討
や
、
防
災
備
蓄
品

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

    　
　
災
害
に
備
え
て
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
徹
底

は
で
き
て
い
る
か
。
 

 　
令
和
2
年
9
月
に
全
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
転
入
届
の
際
に
お
配

り
し
、
町
内
の
公
民
館
や

各
施
設
に
も
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
町
民
へ
の
周

知
は
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
町
が
所
有
す
る
土
地

で
長
期
に
わ
た
り
遊
休
と

な
っ
て
い
る
土
地
を
処
分

ま
た
は
活
用
す
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。
 

 　
売
却
可
能
財
産
の
う
ち

１
筆
は
毎
年
一
時
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
、
令
和
2
年
度
に
は

売
却
可
能
資
産
の
３
か
所

を
売
却
し
ま
し
た
。
今
後

も
売
却
及
び
活
用
の
検
討

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
中

学
校
の
プ
ー
ル
利
用
状
況

は
。
 

 　
３
年
ぶ
り
に
小
中
学
校

で
水
泳
の
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
着
替
え
の
時
や
水

泳
授
業
中
で
の
密
を
避
け

る
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

住
民
生
活
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
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グ
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対
策
 

　
　
　
　
に
つ
い
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に
つ
い
て
 

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
 

　
　
　
　
に
つ
い
て
 

防
災
対
策

防
災
対
策
に
つ
い
て
 

防
災
対
策
に
つ
い
て
 

行
政
行
政
に
つ
い
て
 

行
政
に
つ
い
て
 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
 

　
　
　
周
知
徹
底
を

　
　
　
周
知
徹
底
を
 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
 

　
　
　
周
知
徹
底
を
 

学
校
教
育

学
校
教
育
に
つ
い
て
 

学
校
教
育
に
つ
い
て
 

一人でも多くの女性が委員として推薦、 
応募されることを望んでいます 

女性が輝く農業実現のため 
女性農業委員の登用率向上を 

河嶋重一郎 

福
崎
町
内
で
熊
捕
獲
そ
の
後
の

福
崎
町
内
で
熊
捕
獲
そ
の
後
の
 

 
対
応
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

対
応
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
 

福
崎
町
内
で
熊
捕
獲
そ
の
後
の
 

 
対
応
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
 

防災マップ（洪水・土砂災害編）Ａエリア（部分）
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米
価
は
こ
れ
ま
で
ど

ん
ど
ん
下
落
す
る
一
方
、

肥
料
価
格
は
上
昇
し
、
生

産
者
の
利
益
は
ま
す
ま
す

出
に
く
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
特
に
、
最
近
の
肥
料

価
格
高
騰
に
対
し
て
、
補

正
予
算
で
も
組
ん
で
生
産

者
を
支
援
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。
 

 　
現
在
、
国
で
は
肥
料
価

格
高
騰
対
策
事
業
を
創
設

し
、
今
年
の
6
月
〜
10
月

と
、
11
月
〜
来
年
5
月
の

購
入
実
績
に
対
し
て
、
前

年
か
ら
の
肥
料
価
格
増
加

分
の
7
割
が
支
援
さ
れ
る

予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
町
か
ら
も
情
報

提
供
し
ま
す
。

　
　
文
珠
荘
で
は
大
分
県

産
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
使
用

し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。
な
ぜ
福
崎
産
の
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
で
は
な
い
の
か
。
 

 　
指
定
管
理
者
が
美
味
し

い
お
米
を
厳
選
し
、
独
自

の
ル
ー
ト
で
安
価
で
購
入

し
て
い
ま
す
。
味
、
品
質

面
か
ら
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
と
判
断
し
、

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
　
顧
客
が
何
を
選
択
す

る
か
は
顧
客
の
自
由
で
あ

る
。
生
産
者
は
顧
客
に
と

っ
て
魅
力
の
あ
る
付
加
価

値
の
高
い
商
品
を
提
供
し
、

選
択
し
て
い
た
だ
く
し
か

な
い
。
例
え
ば
文
珠
荘
に

福
崎
産
の
米
を
使
用
し
て

い
た
だ
く
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
。
そ
の
他
全

国
的
に
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド

米
が
身
近
に
流
通
し
て
い

る
。
個
々
の
認
定
農
業
者

や
営
農
組
合
等
の
活
動
だ

け
で
は
も
は
や
限
界
が
あ

る
。
福
崎
町
が
中
播
磨
県

民
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
兵
庫

西
等
と
今
ま
で
以
上
に
実

質
的
に
強
烈
に
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
品
種
か
ら
生
産
・

販
売
戦
略
を
練
り
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
う
が
ど
う
か
。
 

 　
現
在
は
生
産
者
、
営
農

組
合
が
自
ら
経
営
方
針
や

計
画
を
立
て
て
お
米
を
生

産
し
て
い
く
時
代
で
、
現

在
の
顧
客
販
売
ル
ー
ト
を

維
持
し
つ
つ
、
よ
り
良
い

お
米
を
生
産
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
新
た
な
販
売

先
を
見
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
自
治
会
向
け
の
総
額

3
0
0
0
万
円
の
補
助
金

の
補
正
予
算
は
、
8
月
の

民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任
委

員
会
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

自
治
会
に
と
っ
て
内
容
が

分
か
り
や
す
く
活
用
し
や

す
い
有
意
義
な
補
助
金
に

す
る
た
め
に
、
補
助
対
象

機
材
例
に
は
高
額
な
も
の

だ
け
で
な
く
１０
万
円
前
後

の
機
材
の
事
例
を
増
や
し

た
り
、
補
助
金
対
象
か
否

か
の
違
い
を
明
確
に
し
た

り
す
る
工
夫
が
も
っ
と
必

要
で
は
な
い
か
。
 

 　
補
助
金
申
請
資
料
は
、

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
内

容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

す
る
と
と
も
に
、
機
材
に

よ
っ
て
は
Ｑ
＆
Ａ
を
記
載

し
た
も
の
を
作
成
し
て
、

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

問
 

問
 

問
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の
推
進
推
進
 

生
産
・
販
売
戦
略
 
 

　
　
　
　
の
推
進
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

　 高 平 記 
国の肥料価格高騰対策事業の創設、 
その詳細内容が決まり次第、町でも対応します 

最近の急激な肥料価格上昇に 
対する生産者支援策は 

補助金対象のソーラー付き電気柵

＊
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
 

「
改
良
・
改
善
」
「
上
を
め

ざ
ず
」
「
磨
き
を
か
け
て
よ

く
す
る
」
「
さ
ら
に
よ
く
す

る
」
、
現
状
よ
り
も
さ
ら
に

い
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

＊
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自
治
会
は
、
住
民
が

結
束
、
協
力
し
合
い
、
地

域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
消
し
、
地
域
力

を
維
持
す
る
な
ど
、
広
範

囲
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
機
能
は
、
町
行

政
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
関
係
性
が
深

い
。
 

　
近
年
、
自
治
会
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
人
間
関
係

の
希
薄
化
や
価
値
観
の
多

様
化
、
さ
ら
に
は
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
の
進
展

に
よ
っ
て
、
地
域
活
動
等

へ
の
協
力
、
理
解
な
ど
が

得
ら
れ
に
く
く
な
り
つ
つ

あ
っ
て
、
地
域
活
動
の
担

い
手
が
細
る
自
治
会
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
集
落
営

農
組
織
に
お
け
る
作
業
者

の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た

り
青
年
団
や
婦
人
会
が
消

滅
し
た
自
治
会
で
は
、
住

民
間
で
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
の
減
少
も
あ
っ
て
、
地

域
力
が
細
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
 

　
自
治
会
等
が
持
つ
地
域

力
が
低
下
す
る
と
回
復
は

容
易
で
な
い
と
思
わ
れ
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
力
が
低

下
す
る
ま
で
の
間
に
効
果

的
な
施
策
を
投
じ
る
必
要

性
に
つ
い
て
本
町
の
見
解

は
ど
う
か
。
 

 　
自
治
会
の
担
い
手
不
足

や
加
入
率
の
減
少
な
ど
地

域
組
織
の
弱
体
化
が
進
む

中
、
福
崎
町
で
は
そ
れ
ら

の
課
題
を
見
据
え
、
住
民

自
治
と
住
民
と
行
政
と
の

協
働
の
た
め
全
国
で
も
い

ち
早
く
「
自
立（
律
）の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
環
境
の
整
備
、
交
通

安
全
、
防
犯
、
福
祉
活
動

な
ど
、
世
代
を
超
え
た
地

域
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

 
 
福
崎
町
に
お
け
る
自

治
会
個
々
の
地
域
力
が
細

っ
て
い
る
場
合
に
は
、
手

当
て
が
必
要
と
さ
れ
る
箇

所
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
投

じ
る
こ
と
の
で
き
る
施
策

の
創
設
が
望
ま
れ
る
。
施

策
に
は
、
現
金
給
付
で
な

い
支
援
制
度
で
あ
る
「
自

治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
派

遣
な
ど
、
多
様
な
支
援
の

形
態
が
あ
り
得
る
。
福
崎

町
の
自
治
会
個
々
の
地
域

力
の
状
況
に
よ
り
新
た
な

支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う

か
。
 

 　
自
治
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
自
立（
律
）の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
な
ど
、

自
治
会
活
動
や
施
設
整
備

に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
は
新

た
に
農
村
環
境
保
全
活
動

省
力
化
・
ス
マ
ー
ト
農
業

導
入
支
援
事
業
補
助
金
を

創
設
す
る
な
ど
、
自
治
会

の
問
題
解
決
に
向
け
た
各

種
補
助
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
自
治
会

に
新
た
な
問
題
が
生
じ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
必
要
に

応
じ
補
助
制
度
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

 
 
自
治
会
以
外
で
も
、

本
町
域
に
お
け
る
地
域
力

の
充
実
に
寄
与
す
る
団
体

や
組
織
の
育
成
を
支
援
す

る
施
策
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
。
人
口
減
少
を
含
む

社
会
変
化
と
と
も
に
、
多

様
化
す
る
地
域
課
題
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
女
性
や
若
者
、
多

様
な
職
業
を
持
つ
個
人
や

団
体
を
構
成
員
と
す
る
地

域
運
営
組
織
の
育
成
を
支

援
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

本
町
の
見
解
は
ど
う
か
。
 

 　
公
共
的
課
題
（
人
口
減

少
や
社
会
の
構
造
転
換
な

ど
）
に
対
応
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
全
体
像
の
把
握

の
ほ
か
、
地
域
社
会
を
運

営
し
て
い
く
た
め
の
人
材

確
保
と
人
づ
く
り
が
最
も

重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

三 輪 一 朝 

地
域
振
興
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

地域力が細っている自治会等に、 
必要な施策の創設は 
自治会に新たな問題が生じるようであれば、 
必要に応じ制度の検討を行います 

・地域のさまざまな課題を、住民が協力し解決
・防犯、防災、避難訓練、安全・安心に結びつく活動
・住民の交流や絆を育む活動
・町からの文書配布・回覧、自治会内放送での広報
・清掃・除草・リサイクル活動・ごみステーションの管理・地域緑化
・伝統的な祭り、地域の史跡の管理など

町内での自治会の 
主な役割 
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ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
公

立
中
学
校
等
、
学
校
の
働

き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部

活
動
改
革
指
針
と
し
て
方

策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

示
し
、
休
日
の
部
活
動
を

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ

の
移
行
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
休
日

の
運
動
部
活
動
の
取
り
組

み
は
い
つ
頃
地
域
の
ク
ラ

ブ
等
へ
移
行
す
る
予
定
か
。
 

　
令
和
5
年
度
か
ら
令
和

7
年
度
の
3
年
間
で
、
土

曜
日
と
日
曜
日
の
休
日
に

お
け
る
運
動
部
活
動
を
段

階
的
に
地
域
移
行
に
す
る

と
い
う
提
言
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

 
 
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
保
護
者
等
へ
の
説
明

予
定
は
。
 

  　
9
月
6
日
に
兵
庫
県
教

育
委
員
会
か
ら
休
日
部
活

動
の
地
域
移
行
に
関
す
る

説
明
会
が
あ
っ
た
ば
か
り

で
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
平
日
の
部
活
動
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
学
校
で
す

る
と
い
う
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
こ
も
含
め
て
周
知

を
し
ま
す
。

 
 
良
き
指
導
者
、
学
校

の
施
設
等
開
放
、
事
故
等
、

会
費
に
つ
い
て
は
。
 

 　
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
だ
け

で
は
な
く
、
責
任
感
や
連

帯
感
を
育
む
な
ど
、
現
在

部
活
動
で
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
継
続

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
施
設
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
施
設
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
利
用
す
る

と
い
う
こ
と
は
重
要
な
観

点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
様
々
な
対
応
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
未

定
で
す
。
会
費
、
費
用
に

つ
い
て
は
国
県
等
の
補
助

金
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め

な
が
ら
、
他
自
治
体
で
の

運
用
も
参
考
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
高
岡
小
学
校
で
は
複

式
学
級
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

複
式
学
級
で
の
学
習
指
導

要
領
等
が
で
き
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
少
子
化
を
含

め
、
子
ど
も
の
た
め
に
も

統
合
を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

  　
学
習
指
導
要
領
は
充
足

し
て
い
ま
す
。
少
人
数
学

校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
努
め
、
統

廃
合
に
つ
い
て
は
現
在
、

私
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 
 
兵
庫
県
教
育
委
員
会

は
、「
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
第
3
次
実
施
計
画
」

で
福
崎
、
夢
前
高
等
学
校

の
統
合
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
発
表
し
た
。
2
 

0
2
5
年
4
月
1
日
に
発

展
的
統
合
校
を
開
校
予
定
。
 

　
去
る
9
月
１４
日
に
齋
藤

知
事
と
姫
路
市
長
、
神
崎

郡
3
町
と
の
懇
話
会
に
出

席
し
、
尾
　
町
長
は
「
新

校
の
基
本
計
画
」
の
早
期

公
表
を
要
望
し
た
と
報
道

が
あ
っ
た
。
卒
業
生
か
ら
、

統
合
に
向
け
た
計
画
に
な

ぜ
反
対
し
な
い
の
か
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
 

  　
子
ど
も
た
ち
の
人
口
が

こ
れ
だ
け
減
少
し
て
い
る

中
で
、
兵
庫
県
教
育
委
員

会
が
再
編
を
検
討
さ
れ
る

こ
と
に
は
反
対
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
福
崎
高
校
が
廃

止
に
な
る
の
な
ら
容
認
は

で
き
ま
せ
ん
。

 
 
現
在
、
い
つ
ま
で
の

生
徒
が
受
検
可
能
な
の
か
。
  　

発
展
的
統
合
に
よ
る
新

し
い
高
校
は
令
和
7
年
4

月
1
日
開
校
予
定
で
す
の

で
、
現
在
の
中
学
校
3
年

生
と
2
年
生
は
、
今
の
福

崎
高
校
と
夢
前
高
校
を
受

検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
　
「
新
校
」
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
神
崎
郡
3

町
の
首
長
と
協
議
し
、
中

高
一
貫
校
を
目
指
し
「
新

校
」
に
支
援
等
さ
れ
て
は

ど
う
で
す
か
。
 

  　
中
高
一
貫
と
い
う
大
き

な
問
題
は
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
で
の
議
論
が
必
要
で
す
。

 
　
「
新
校
」
に
対
し
て

今
後
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

  　
福
崎
高
校
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。
教
育
委
員

会
と
よ
く
相
談
し
、
考
え

て
い
き
た
い
。

問
 

問
 

問
 

18ふくさき議会だより　第164号 

教
育
長
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

高
岡
小
学
校

高
岡
小
学
校
の
　
 

　
統
合

　
統
合
に
つ
い
て
 

高
岡
小
学
校
の
　
 

　
統
合
に
つ
い
て
 

県
立
福
崎
高
等
学
校
、

県
立
福
崎
高
等
学
校
、夢
前
夢
前
 

高
等
学
校

高
等
学
校
の
統
合
統
合
に
つ
い
て
 

県
立
福
崎
高
等
学
校
、夢
前
 

高
等
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
 

宇 　 壽 幸 

学校の働き方改革を踏まえた 
部活動改革のスケジュールはいつか 

令和５年度から令和７年度の３年間です 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
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県
立
高
校
の
統
合
計
画

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。 

　
令
和
４
年
12
月
末
ま
で

に
基
本
計
画（
場
所
等
）、

令
和
5
年
12
月
末
ま
で
に

実
施
計
画（
校
名
・
学
科
・

教
育
課
程
概
要
等
）
、
令

和
7
年
4
月
に
開
校
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
へ
の
説
明
会
も

予
定
し
な
い
強
引
さ
で
あ

る
。
サ
ル
ビ
ア
プ
ラ
ン
で

は
福
崎
高
校
の
存
在
は
重

要
な
位
置
を
持
つ
。
対
応

は
ど
う
か
。
 

 　
令
和
４
年
８
月
４
日
に

教
育
長
と
連
名
で
福
崎
高

校
存
続
の
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
　
高
校
で
も
少
人
数
学

級
や
教
員
の
増
な
ど
、
統

合
で
な
く
教
育
の
充
実
を

求
め
る
運
動
が
始
ま
っ
た
。

町
教
委
も
好
意
的
な
対
応

を
求
め
る
。
 

 　
子
ど
も
の
た
め
に
な
る

な
ら
前
向
き
に
協
力
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 　
　
樹
木
や
雨
水
排
水
な

ど
学
校
環
境
に
配
意
を
求

め
る
。
 

 　
保
護
者
と
町
で
協
力
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
サ
ル
ビ
ア
ド
ー
ム
の

利
用
は
老
人
大
学
ク
ラ
ブ

活
動
が
優
先
さ
れ
、
一
般

町
民
の
利
用
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
 

 　
ク
ラ
ブ
活
動
は
年
間
計

画
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
時
間
の
変
更
な
ど
調

整
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　
　
2
か
月
前
に
多
く
の

グ
ル
ー
プ
代
表
が
早
朝
よ

り
来
ら
れ
る
。
会
員
の
希

望
を
聞
き
な
が
ら
苦
労
さ

れ
て
い
る
。
ド
ー
ム
を
利

用
し
た
い
の
は
同
じ
。
老

人
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
を

含
め
平
等
の
く
じ
引
き
が

基
本
と
考
え
る
。
 

  　
再
度
、
老
人
大
学
に
も

折
り
合
い
を
付
け
て
も
ら

う
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
給
食
費
の
無
料
化
が

各
地
で
進
ん
で
い
る
。
福

崎
町
も
そ
の
時
期
と
思
う

が
ど
う
か
。
 

　
関
心
は
あ
り
ま
す
。
財

源
の
努
力
を
し
つ
つ
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
6
月
の
約
束
は
実
行

さ
れ
た
か
。
堆
積
量
、
処

分
費
用
、
抵
触
す
る
法
令

は
何
か
。
 

 　
約
束
は
果
た
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
堆
積
量
は
2
０

０
０
ト
ン
、
撤
去
費
用
は

1
億
円
程
度
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
抵
触
す
る
法
令
は

廃
棄
物
処
理
法
違
反
で
す
。

　
　
平
成
３０
年
8
月
、
区

長
か
ら
の
連
絡
時
は
車
3

台
分
程
で
あ
っ
た
も
の
が
、

数
か
月
で
現
状
と
な
っ
て

い
る
。
行
政
責
任
も
あ
る
。

代
執
行
と
法
に
基
づ
く
対

応
が
必
要
だ
。
 

  　
悪
い
の
は
搬
入
者
で
あ

り
、
県
も
代
執
行
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
県
道
甘
地
福
崎
線
整

備
で
「
土
地
の
無
償
提
供

の
約
束
」
は
有
効
か
。
部

分
施
工
も
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
 

 　
無
償
提
供
か
ら
事
業
は

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
か
ら
も
協
定
は
契

約
書
と
同
じ
効
力
が
あ
る

と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
中
に
買
収
済

み
区
間
の
一
部
で
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

 　
　
七
種
の
滝
へ
の
ト
イ

レ
や
手
す
り
の
対
処
が
さ

れ
た
。
土
の
う
の
破
損
、

太
鼓
橋
、
神
社
前
の
石
段

や
防
護
柵
の
改
修
を
求
め

た
い
。
 

 　
土
の
う
破
損
を
確
認
し

対
処
し
ま
す
。

　
安
全
対
策
は
予
算
の
範

囲
内
で
随
時
対
応
し
ま
す
。

町
長
 

町
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

教
育
長
 

教
育
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

小 林 　博  

給
食
費
の
無
料
化

給
食
費
の
無
料
化
 

給
食
費
の
無
料
化
 

安
全
な
町
づ
く
り

安
全
な
町
づ
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

高
橋
の
不
法
投
棄
問
題

高
橋
の
不
法
投
棄
問
題
 

高
橋
の
不
法
投
棄
問
題
 

福崎高校の存続を要望しました 

高校統合計画など教育施策について 

学
校
施
設

学
校
施
設
の
管
理
管
理
 

学
校
施
設
の
管
理
 

サ
ル
ビ
ア
ド
ー
ム
利
用
利
用
 

サ
ル
ビ
ア
ド
ー
ム
利
用
 

技
監
 



次の定例会は 

 12月2日 開会予定 

　図書館応援隊の布絵本グループと喫茶グループです。
他にも環境美化やおはなし、朗読などさまざまなグル
ープが楽しく活動しています。
　活動に興味のある方は図書館までご連絡ください。

20ふくさき議会だより　第164号 

で検索できます。 福崎町議会 検索 

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　
TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo. jp

ふくさき議会だより第１６４号 
令和４年１１月４日　発行 

発  行／兵庫県福崎町議会 
編  集／議会広報常任委員会 

編
集
後
記
 

　
空
高
く
、
雲
が
く
っ
き
り
見
え
る
、

す
が
す
が
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

稲
の
刈
り
取
り
も
終
盤
、
ま
た
3
年
越

し
の
太
鼓
の
音
も
町
内
に
響
き
、
本
格

的
に
秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
編
集

後
記
は
委
員
会
の
中
で
全
委
員
、
順
番

に
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
が
議
会
広
報
常
任
委
員
長
に
任
命

い
た
だ
き
ま
し
た
時
が
1
5
8
号
の
編

集
後
記
で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
は
1
6

4
号
の
編
集
後
記
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
担
当
が
一
巡
し
て
き
た
ん

だ
な
、
と
い
う
気
持
ち
と
改
め
て
委
員
、

事
務
局
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
感
じ
な
が

ら
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
広
報
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

他
の
委
員
の
方
々
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
編
集
後
記
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ガ
タ
ロ
ウ
も

　
　
　
虫
の
声
き
く
　
池
の
ふ
ち
」

（
植
岡
茂
和
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

委　　員　　 高 平 記  

議会広報常任委員会 

西治営農組合稲刈り（撮影：高原寿子氏） 9月23日　To Fan-Key Fukusaki（駅前交流センター） 

10月12日　八千種小学校体験農園（鍛冶屋営農組合） 10月8日 遠野市産業まつり（町長・議長が出席しました） 


